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　すアルコールの影響についての検討
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　われわれは，すでにOxytocin　の分泌がニコチンに

より刺戟されることを発表した。ADH分泌はニコチン

によって刺戟され，この反応はアルコールによって抑

制される。そこでOxytocinがADHと同様の機序によつ

て刺戟されるのか，又はADH分泌刺戟に随伴して分泌

されるのかを明らかにするため本実験を行った。

　〔方法〕健常男子3例について，午前9時安静空腹

時に肘静脈より採血の後，15分間で120㎡のウイスキ

ー を飲ませ，30分後に採血し，ついで10分間に2本

のタバコを喫煙させた。喫煙開始後15分，30分tsよ

び45分にそれぞれ採血し，飲酒前，飲酒後喫煙前，te

よび飲酒後喫煙後のltulR　oxy’tocin含量を測定した。

測定は，すでに発表したradi　oinm㎜oas8ayにより行つ

たo

　〔結果〕飲酒前，飲酒後喫煙前，飲酒後喫煙後15

分，30分tsよび45分にteける血va　Oxytocin含量は、

それぞれ3．1士1．0，4．2±2．1，13．1±10．9，7．6±

3．8土2．2pg／泌であった。血媛Orytocin含量は2例

において喫煙後15分に，1例においては喫煙後30分

に上昇した。血媛　Oxyrocin含量の最高値は飲酒前の値

の4．7倍であつた。

　〔考察並に結語〕以上の結果から，ニコチンによる

Oxytocinの分泌刺戟は，アルコールにより抑制されな

いので，OxytocinはADHと異なる機序により分泌され

ていると考えられる。
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的検討。

PTH（副甲状腺ホルモン）RIAKitの基礎
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目的：原発性副甲状腺機能充進症は，食欲不振，倦怠

感などのきわめて漠然とした症状を示すにすぎない例

が少なくないばかりか，無症状に近い軽症例も増えて

きた。このような例では，血清カルシウムとともに血

中副甲状腺ホルモン（PIH）の測定が唯一の，また最も

有用な検査法である。しかしPTHの測定Kitは感度

が必ずしも充分でない点もあったが，今回PTHの新

しいR］［AKitを入手したので，この基礎的検討を行な

った。

方法：PTH（栄研工CL）RIAKitについて，まず基礎

的検討として，感度．精度，希釈テスト，回収率を検

討した。ついで健常者について，このR［AKitでのP

THレベルの正常値を求めた。さらに慢性腎不全患者

について，PTHレベルを求め健常者と比較検討した

o

結果：1　感度として標準液o．ITgtfdの結合型放射性％

はゼロサンプルのそれに比して低値であるので少なく

ともo．lng・6tまでの測定感度が得られるものと推定され

る。精度として測定内変動係数は7A％であった。回収

試験，希釈試験でも良好な成績が得られた。

ll　健常者54名について，血中PTHレベルは0．1～

07喝血であり，Mθan士SDはO．4士0．2㎎▲であった。少

なくとも健常者の上限はO．6rgAitlとして良いと思われる

o

皿　腎不全のためのアシドーシスによって尿中カルシ

ウムの排泄の増加がおこり，さらに血清カルシウムの

低下をきたし，続発性副甲状腺機能充進症をおこして

いると思われる，慢性腎不全患者40例ではその血中

PTH値は2．0～78㎎▲の範開で高値を示した。

結語：副甲状腺機能検査として，重要な血中PTH測

定RエAKitについて基礎的検討を行ない，その感度，

精度とも優れている点を明らかにし，また，健常人の

PTHレベルが04㎎血士02㎎耐であることを示した。

また慢性腎不全で続発性副甲状腺機能充進症をひきts

こしている症例ではPTHレベルは2．0～7．8tgititの節

開であることを示し，今後，ルーチン検査として，有

用なR工AKitであることも明らかにした。

Presented by Medical*Online


	0825



